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キラリ☆この人／東社協コーナー　 

活動記録あれこれ／豆知識／編集後記

民生児童委員が感じた

東京の “ 季節 ”
「根がらみ前水田」の

チューリップ
（羽村市）
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p4

p6
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p8

約 60 種類 40 万本と関東でも屈指の規模を誇る「根がらみ前水田」のチューリップは、
個人・企業・農家・行政が協働で栽培することを目的としており、有志の個人や団体
が参加できる「チューリップオーナー制度」で運営しています。栽培は農家やボラン
ティアが行いますが、オーナーは秋の球根植え付けや、春の球根掘り取りに参加する
ことができます。

写真撮影： 鈴木誠氏（羽村市）
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特集
feature

委員のなり手確保に
向けた負担軽減の取り組み

令和４年12月の一斉改選により、都内では
9,554名（充足率88.3％）が委嘱されました。
今号では、一斉改選の状況をお伝えするとともに、
今後の民生児童委員のなり手確保に向けた、

活動の負担を軽減する取り組み等
をいくつかご紹介します。

充
足
率
は
前
回
よ
り
低
下

退
任
者
・
新
任
者
と
も
に
増

今
改
選
で
は
、
前
回
（
令
和

元
年
）
の
年
齢
要
件
緩
和
に
よ

る
再
任
者
が
卒
業
と
な
り
、
退

任
者
の
半
数
以
上
を
占
め
ま
し

た
。
一
方
で
、
新
任
委
員
は
前

改
選
よ
り
２
６
９
名
多
か
っ
た

も
の
の
、
退
任
者
増
分
を
埋
め

き
れ
ず
、
欠
員
が
増
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
、
委
員
の
在
任

期
間
が
短
期
化
し
て
い
る
課
題

が
あ
り
ま
す
が
（
全
体
の
６
割

近
く
を
２
期
目
ま
で
の
委
員
が

占
め
る
【
※
１
】）、
東
京
都
で
は
、

図
１
の
と
お
り
、
１
期
以
内
の

退
任
者
は
、
平
成
19
年
以
降
減

少
傾
向
で
あ
り
、
２
期
以
上
継

続
し
て
い
る
委
員
が
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

委
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に

な
り
手
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
背
景
に
は
、
定
年

後
も
働
き
続
け
る
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら

に
加
速
し
た
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
等
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
課
題
の

多
様
化
・
複
雑
化
に
よ
り
、
活

動
の
負
担
を
心
配
し
、
委
嘱
を

受
け
て
も
ら
え
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地
区

で
は
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
工
夫
や
、
や
り
が
い
を
高
め

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
班
体
制
に
よ
る
支
え
合
い
】

東
京
版　

活
動
強
化
方
策
の

柱
の
１
つ
で
あ
る
「
班
体
制
」

を
活
用
し
、
委
員
同
士
が
支
え

合
え
る
環
境
を
整
え
て
い
る
例

が
あ
り
ま
す
。

　

小
平
市
民
児
協
で
は
、
全
て

の
地
区
で
班
体
制
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
定
例
会
後
に
班
ご
と

に
集
ま
り
、
情
報
共
有
し
た

り
、
事
例
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
で
、
普
段
か
ら
相
談
し
合

え
る
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
第
２
、
第
５

地
区
で
は
、
新
任
委
員
の
疑
問

に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
経
験

年
数
を
考
慮
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ

く
班
を
構
成
し
て
お
り
、
委
員

同
士
が
支
え
合
え
る
仕
組
み
を

整
え
て
い
ま
す
。

【
会
議
の
柔
軟
な
開
催
形
式
】

　

中
野
区
民
児
協
で
は
、
合
同

民
児
協
の
定
例
会
（
年
５
回
）

の
う
ち
、
２
回
の
開
催
時
間
を

午
前
・
午
後
・
夜
間
の
３
部
制

に
し
、
個
人
の
都
合
に
合
わ
せ

て
出
席
で
き
る
形
式
に
し
て
い

【※１】平成 28 年全民児連実施の「民生委員制度創設 100 周年記念全国モニター調査」の結果より
【図１】平成 19・22・25・28 年は東京都発行「民生委員・児童委員関係通知類集」の数値を抜粋、令和元・4 年は八王子市退任者数を追加して計算

【図１】１期以内の退任者数と退任者に占める割合

▼一斉改選における委嘱状況　　　　　　　　※単位：人（充足率・新任率・定年退任率は％）

定数 委嘱者数 欠員 充足率 新任者数 新任率 退任者数 定年
退任者数

定年
退任率

令和
４年 10,821 9,554 1,267 88.3% 1,784 18.7% 2,303 1,292 56.1%

令和
元年 10,814 9,930 884 91.8% 1,515 15.3% 1,719 516 30.0%

増減 7 △376 383 △3.5% 269 3.4% 584 776 26.1%

44 27 27 25 17 14
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ま
す
。
前
期
（
令
和
元
年
12
月

～
令
和
４
年
11
月
）
の
平
均
出

席
率
は
、
夜
間
の
開
催
が
な

い
月
の
85
・
５
％
に
対
し
て
、

夜
間
の
開
催
が
あ
る
月
は
91
・

５
％
で
、
夜
間
の
部
を
設
け
た

方
が
出
席
率
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
開

催
さ
れ
る
単
位
民
児
協
ご
と
の

定
例
会
は
、
都
合
が
悪
い
場
合

は
会
長
に
相
談
の
上
、
他
地
区

の
定
例
会
に
出
席
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
有
職
者
の
委
員
が

増
え
て
い
く
中
、
こ
う
し
た
柔

軟
な
会
議
の
開
催
に
よ
っ
て
等

し
く
情
報
伝
達
が
で

き
ま
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
】

　

渋
谷
区
民
児
協
で
は
、
令
和

３
年
８
～
９
月
に
、
委
員
全
員

に
区
独
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
し
た
。
会
議
の
ほ
と
ん

ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
集
合
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
自
宅
か
ら

簡
単
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
資
料
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

を
推
進
し
て
お
り
、
い
つ
で
も

最
新
の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
連
絡

グ
ル
ー
プ
は
全
体
、
単
位
民
児

協
、
会
長
会
等
で
分
け
ら
れ

て
お
り
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
【
※
２
】

を
利
用
し
て
事
務
局
か
ら
の
依

頼
事
項
に
返
信
し
た
り
、
地
区

の
情
報
交
換
等
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
記
録
や

高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
な

ど
、
全
て
の
デ
ー
タ
が
民
生
委

員
番
号
に
紐
づ
け
ら
れ
て
お

り
、引
き
継
ぐ
際
に
も
、ス
ム
ー

ズ
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
世
田
谷
区
奥
沢

地
区
民
児
協
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
を
活
用
し
た
単

位
民
児
協
の
グ
ル
ー
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。
集
合
で
き
な
い
時

に
も
ビ
デ
オ
通
話
機
能
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
定
例
会
を
、
全

員
参
加
で
開
催
。
新
任
委
員
に

と
っ
て
は
日
頃
の
活
動
の
悩
み

を
気
軽
に
相
談
で
き
る
安
心
感

が
あ
り
、
全
体
へ
の
情
報
共
有

も
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
単
位
民
児
協
の
一
体
感

を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
単
位

は
、
他
に
も
、
正
副
会
長
会
、

部
会
、近
隣
の
委
員
同
士
な
ど
、

目
的
に
応
じ
た
単
位
で
作
成
す

る
地
区
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
常
時
だ
け
で
な
く
災
害

時
の
連
絡
網
と
し
て

活
用
し
て
い
る
地
区

も
あ
り
ま
す
。

【
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
】

な
り
手
の
確
保
は
全
国
的
な

課
題
で
す
。
神
奈
川
県
川
崎
市

中
原
区
民
児
協
で
は
、
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
奏
功
し
、
今
改
選
の
充
足
率

は
96
・
５
％
で
し
た
（
市
全
体

の
充
足
率
は
80
・
９
％
）。
中

原
区
で
は
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
組
合
が
会
員
と
し
て

加
入
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

小
杉
駅
周
辺
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
以
下
、
エ
リ
マ
ネ
）

が
、
自
治
会
的
な
役
割
を
担

い
、
民
生
児
童
委
員
の
推
薦
母

体
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
な
り

手
確
保
の
た
め
に
、
今
改
選
前

の
昨
年
４
月
ご
ろ
に
エ
リ
マ
ネ

に
相
談
し
、
会
員
マ
ン
シ
ョ
ン

が
集
ま
る
会
議
の
場
で
、
行
政

か
ら
協
力
を
呼
び
掛
け
、
委
員

を
募
集
す
る
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
を
行
い
ま
し
た
（
13
棟
、
約

７
０
０
０
枚
）。
チ
ラ
シ
は
、

地
域
住
民
や
仲
間
と
交
流
を
深

め
ら
れ
る
活
動
の
魅
力
や
、
地

域
交
流
が
薄
く
な
り
が
ち
な
マ

ン
シ
ョ
ン
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な

委
員
の
存
在
意
義
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
チ
ラ
シ

を
き
っ
か
け
に
委
員
の
存
在
を

知
っ
た
と
い
う
新
任
委
員
の
委

嘱
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
地
域
住
民
に
民
生
児
童
委

員
の
必
要
性
や
活
動
の
や
り
が

い
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
仲
間
づ
く
り
の
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。

次
の
改
選
を
視
野
に
、
行
政

と
話
し
合
い
、
民
児
協
内
で
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
状
況
に
合
わ

せ
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【※２】複数人のグループでファイルなどを含んだテキストメッセージを送信できる機能

マンションにお住まいの皆様へ

 
 
 
 

 

子どもたちが 地域の大人に 

見守られながら成長するまち。 

高齢者や障がいのある人、 

育児や介護をしている人も、 

孤立せず 安心して暮らせるまち。 

そんな、 

「誰もが笑顔で安心して暮らせるまち」 

をつくるお手伝いをしている

として、一緒に活動しませんか。 

 

★民生委員児童委員は、民生委員法により住民の中から選ばれ、厚生労働大臣に委嘱された非常勤の

特別職の公務員という位置づけです。ボランティアとして、地域住民の立場に立って、相談を受け

たり、役所や関係機関へつないだり、地域の皆さんの暮らしを支援します。                                  

 

 

                   

 

 

 
 

中原区役所地域ケア推進課 担当：石塚・土佐 
電話 044-744-3252    メール 65keasui@city.kawasaki.jp 

 

 地域の身近な相談役 

 

中原区 

ウラ面もご覧ください ⇒ 

 
「人と話すのが好き」「地域に貢献したい」「困っている人
の力になりたい」「これまでの人生経験を活かしたい…」 

そそんんなな方方、、ぜぜひひ一一緒緒にに活活動動ししまませせんんかか？？（（※※））  

（※）民生委員児童委員となるには適格要件があり、審査がありますのでご了承ください。 

チ
ラ
シ
詳
細

民生委員・児童委員はいろいろなところで活躍しています 

こんにちは赤ちゃん訪問、子育てサロン、登下校時の見守り・声かけ、会食会、

お茶飲みサロン、ひとり暮らし高齢者の見守り、相談…。町内会や社会福祉協議

会、学校、区役所などと協力しながら、様々な場所で活躍しています。

中原区では、約 270人の方が就任しています（市内最多）

各町内会・自治会等から推薦を受けて活動します。（民生委員児童委員となる

には適格要件があり、審査があります。） 

 任期は３年で、小杉駅周辺の大規模マンションでは、現在、ザ・コスギタワーと

パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワーでお一人ずつ活躍されています。 

地域のことや福祉制度の知識を深めることができます 

分からないことや困ったことがあったときも、地区民生委員児童委員協議会が

活動をしっかりサポートします。また、地域住民や同じ地域の民生委員児童委員

の仲間と交流を深めることができます。 

大規模マンションだからこそ、民生委員児童委員が必要です!! 

「セキュリティが充実している反面、外との交流が少ない」「隣近所の顔が見え

にくい」と言われる大規模マンションでこそ、必要とされているかもしれません。 

 本市の推計統計によると、働き盛りの世代が多い中原区でも高齢化は少しずつ

進む予想です。見守りが必要な高齢者がいたら…？中原区は子育て世帯が多い分、

孤立している親子はどうでしょうか…？ 

行政が把握しきれない地域の問題を、民生委員児童委員を通じて発見すること

で、大きな問題になる前に対応することができます。 

あなたの力をお貸しください！ 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

12.9% 12.9% 12.7% 12.3% 12.2% 12.1% 12.0% 11.9% 11.9% 11.9% 11.9%

72.0% 71.8% 71.3% 70.2% 68.0% 65.6% 64.2% 63.4% 63.4% 63.4% 63.7%

15.1% 15.3% 16.0% 17.5% 19.7% 22.3% 23.9% 24.7% 24.8% 24.7% 24.5%

上段：65歳以上 

中段：15～64歳 

下段：0～14歳 

中原区の将来人口推計 
中原区でも高齢化は進んで

いく予想となっています 
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強化方策
活動紹介

令
和
８
年
ま
で
の
重
点
事
業
で
あ
る
「
東
京
版 

活
動
強
化
方
策
」
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
実
践
活
動

の
参
考
と
な
る
よ
う
、
５
本
の
柱
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東京版 活動強化方策の

支援力を高める
〔個別支援活動の向上〕　

チームで動く
〔班体制の確立〕　

組織を活かす
〔民児協組織の強化〕

子どもを育む
〔児童委員活動の充実〕

地域をむすぶ
〔協働による地域福祉活動〕

本の柱5

1柱

2柱

3柱

1
4

柱

柱

柱

5柱

4

支援力を高める
子どもを育む

児童館で親子の見守り活動～子育て応援隊～
「
来
年
の
今
ご
ろ
は
立
っ
て
走
っ
て
い
る
ね
」

保
護
者
へ
の
言
葉
掛
け
は
温
か
く
丁
寧
に

子どもを育む
地域をむすぶ

4

5

柱

柱

小学校での朝食提供
「おひさまキッチン」

北
区
に
あ
る
浮
間
子
ど
も
・
テ
ィ
ー
ン
ズ 

セ
ン
タ
ー
（
児
童
館
）
で
は
、
民
生
児
童
委
員

が
月
に
１
回
、
０
歳
児
ク
ラ
ス
に
混
じ
っ
て 

「
子
育
て
応
援
隊
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
活
動
は
子
育
て
に
不
安
が
あ
る
方
や
、
引
っ

越
し
て
き
て
間
が
な
く
地
域
で
の
交
流
が
少
な

い
方
が
い
た
こ
と
を
受
け
、
保
護
者
が
気
軽
に

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
20
年
以
上
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

実
施
前
後
に
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
測
定
を
し
な

が
ら
「
お
む
つ
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
」「
離

乳
食
を
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
保
護
者

の
話
を
傾
聴
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に

つ
な
げ
た
り
、
見
守
り
・
声
掛
け
を
行
い
ま
す
。

頼
れ
る
地
域
の
先
輩
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
多

く
の
保
護
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
子
育
て

家
庭
の
助
け
と
な
る
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
石
畑
・
武

蔵
野
地
区
で
は
、
家
庭
の
事
情

で
朝
食
を
取
る
こ
と
が
難
し
い

子
ど
も
や
高
齢
者
の
孤
食
予
防

を
目
的
に
、令
和
２
年
よ
り「
お

ひ
さ
ま
キ
ッ
チ
ン
」
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
行
政
と
学

校
が
連
携
し
て
申
し
込
み
を
受

け
付
け
、
運
営
で
は
民
生
児
童

委
員
が
中
心
と
な
り
、
老
人
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
交
え
な
が

ら
、
２
つ
の
小
学
校
で
月
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

朝
７
時
か
ら
家
庭
科
室
を
借

り
、
仕
出
し
屋
で
購
入
し
た
お

に
ぎ
り
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
持
ち

寄
っ
た
野
菜
や
油
揚
げ
で
作
っ

た
味
噌
汁
を
参
加
者
に
振
る
舞

い
ま
す
。
親
子
で
来
る
家
庭
も

あ
り
、「
子
ど
も
の
顔
を
見
て

ゆ
っ
く
り
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る

の
が
い
い
」
と
好
評
で
す
。
最

初
の
頃
は
会
話
が
少
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
通
い
始
め
て

２
年
た
て
ば
打
ち
解
け
、
町
で

会
う
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
顔
見
知
り

の
大
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
よ

り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
営
に
携
わ
る
委
員
全
体
で

集
ま
り
、
各
校
の
情
報
交
換
や

今
後
の
予
定
を
話
し
合
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
参
加
者
を
親
子
に
絞
っ
て
始

め
ま
し
た
が
、
感
染
状
況
が
落

ち
着
け
ば
、
対
象
を
お
年
寄
り

ま
で
広
げ
る
こ
と
を
計
画
中
で

す
。
炊
き
立
て
ご
飯
で
参
加
者

を
迎
え
、
地
域
の
温
か
な
多
世

代
間
交
流
の
場
が
実
現
す
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

北区浮間地区

西多摩郡瑞穂町

和気あいあいとした雰囲気で朝食を
頬張る子どもたち。
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組織を活かす柱 3

迷い人捜索訓練

地域をむすぶ5柱

10:30 10:2511:10 11:00

11:40

11:55～

ねんねクラス開始あんよクラス開始
みんなで踊ろう

ねんねクラス終了
身体測定

片付け・記録

準備

教室に入り、体重計・身
長計の消毒を入念に行い
ます。

先輩ママによる児童館の紹介
に、子育て応援隊の活動も組
み込まれています。

あ
き
る
野
市
五
日
市
地
区
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
活

動
を
し
よ
う
と
、
令
和
４
年

５
月
に
初
め
て
の
試
み
と
し

て
「
迷
い
人
捜
索
訓
練
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
い
た
４
名
を
迷
い
人
役

と
し
、
そ
の
他
は
３
～
４
名
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
指
定
の
コ
ー
ス
を
捜
索
。

川
や
草
む
ら
な
ど
の
危
険
箇
所

を
確
認
し
な
が
ら
歩
き
、
迷
い

人
を
見
つ
け
た
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
て
声
掛
け
・
保
護
を
行

う
流
れ
で
す
。
捜
索
コ
ー
ス
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
作
成
し
、
当
日
も
一
緒

に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
普
及
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
ベ
ス
ト
を
着
用
。
地
域

を
歩
く
だ
け
で
な
く
、
商
店
の

方
々
に
迷
い
人
の
服
装
の
特
徴

な
ど
を
伝
え
「
こ
ん
な
人
を
見

ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」
と
声
を

掛
け
た
こ
と
で
、
民
生
児
童
委

員
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
加

え
て
、
認
知
症
高
齢
者
等
へ
配

慮
す
る
機
運
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

訓
練
終
了
後
は
全
員
で
振
り

返
り
を
行
い
ま
し
た
。
模
造
紙

に
書
い
た
地
図
に
、
地
域
の
人

に
声
を
掛
け
た
り
迷
い
人
を
発

見
し
た
場
所
や
時
間
な
ど
を
書

き
込
み
、
意
見
交
換
や
感
想
の

共
有
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
を
巻
き
込
ん
で
で
き
る

活
動
と
し
て
今
後
も
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活動のやりがいを一言で

○赤ちゃんの成長をそばで見守れること。大きくなっ
てくれるのが楽しみです！（木

きの

下
した

佳
けい

子
こ

さん）

○街中で親御さんと会うと話し掛けていただけてうれ
しいです。元気をもらえます♪（長

は

谷
せ

川
がわ

佐
さ

知
ち

子
こ

さん）

○赤ちゃんと親御さんの顔を見ていつもパワーをも
らっています。幸せ！（渡

わた

辺
なべ

紅
こう

子
こ

さん）

木製の身長計。赤ちゃんが横になったら
泣き出さないうちに手早く測ります

子育て応援隊の
皆さんに聞いた！

迷い人を発見。マニュアルに沿って声を
掛けます。

あきる野市
五日市地区

あんよクラスあんよクラス
終了終了
身体測定身体測定

あんよクラスに混じり、子育て
応援隊も元気にダンス！

「今、何ヵ月？」「３ヵ月です」フランクに
会話しつつ相談対応

傾聴内容を記録し
職員で共有、他機
関につなぐことも
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都民連
通信

※ 先行して実施している渋谷区は除く

 

都
民
連
顧
問
就
任

寺
田
晃
弘
・
前
都
民
連
会
長

が
都
民
連
顧
問
に
就
任
さ
れ 

ま
し
た
。
今
後
も
本
会
事
業
に 

ご
助
言
賜
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

事
業
計
画
・
予
算

令
和
５
年
３
月
14
日
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
に
て 

令
和
４
年
度
第
２
回
協
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
重
点
事
業
を
中
心
に

ご
紹
介
致
し
ま
す
。
別
紙
に
は
全
事
業
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
一
斉
改
選
を
経

て
、
新
た
な
３
年
間
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
す
。
東
京
都
民
生

児
童
委
員
連
合
会
（
以
下
、
本

会
）
に
お
い
て
は
、
①
新
任
委

員
と
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成

果
・
課
題
を
共
有
し
、
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
、

②
「
東
京
版 

活
動
強
化
方
策
」

の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
、
各

種
事
業
を
着
実
に
遂
行
し
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

こ
と
、
の
２
点
に
重
点
を
置
き
、

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

「
班
活
動
」の
拡
充
を
目
指
し
て

活
動
強
化
方
策
の
柱
の
一
つ

に
「
班
体
制
の
確
立
」
が
あ
り

ま
す
。
班
は
委
員
同
士
が
支
え

合
う
と
と
も
に
、
お
互
い
の
経

験
や
知
識
に
学
ぶ
仕
組
み
で
す
。

先
輩
委
員
と
一
緒
に
活
動
す
る

こ
と
で
新
任
委
員
の
不
安
や
戸

惑
い
が
軽
減
さ
れ
た
り
、
班
で

の
情
報
交
換
に
よ
り
小
地
域
の

課
題
が
明
確
化
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
班

の
意
見
を
も
と
に
民
児
協
で
議

論
を
深
め
た
り
、
班
長
等
の
役

割
を
通
じ
て
次
期
リ
ー
ダ
ー
を

育
ん
だ
り
と
組
織
全
体
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

本
会
で
は
「
災
害
に
備
え
る

班
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
だ
前
期
指
定
民
児
協
事
業

（
指
定
地
区
／
八
王
子
市
、
武

蔵
村
山
市
）
の
成
果
と
課
題
の

共
有
を
は
じ
め
、
班
活
動
の
好

事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
収
集
・
提

供
を
通
じ
て
「
班
活
動
」
の
全

都
的
な
進
展
を
図
り
ま
す
。

活
動
環
境
整
備
に
向
け
た
支
援

２
～
３
月
に
都
内
全
委
員
※

に
配
布
し
た
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
は
、

活
用
さ
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
な
運
用
方
法
は

区
市
町
村
ご
と
に
検
討
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
本
会

で
も
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
を
用
い
た

会
議
の
開
催
等
に
よ
り
使
用
例

を
示
し
、
各
地
区
で
利
活
用
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

併
せ
て
、
地
元
民
児
協
に
お
け

る
工
夫
や
取
り
扱
い
の
留
意
点

等
を
整
理
し
、
よ
り
一
層
、
活

動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
役

立
て
る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

活
動
に
立
脚
し
た
研
修

受
託
研
修
は
、
各
研
修
の
ね

ら
い
や
対
象
者
数
、
研
修
効
果

等
を
踏
ま
え
、
集
合
形
式
ま
た

は
動
画
配
信
形
式
で
行
い
ま
す
。

集
合
形
式
で
は
受
講
者
同
士
の

交
流
に
よ
り
、
他
地
区
の
実
践

か
ら
学
び
合
う
機
会
を
設
け
ま

す
。
動
画
配
信
形
式
で
は
、
モ

バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
で
の
視
聴
を
念
頭

に
置
き
、
各
委
員
に
円
滑
に
受

講
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
準

備
を
進
め
ま
す
。

委
員
の
存
在
や
役
割
の
理
解
を

広
め
る
普
及
・
啓
発
活
動

５
月
の
活
動
強
化
週
間
は
昨

年
に
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
を

発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区

支
援
と
し
て
、普
及
・
啓
発
グ
ッ

ズ
や
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
提

供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
民
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
一
斉
改
選
に
伴

う
民
児
協
検
索
等
の
情
報
の
更

新
、
定
期
的
な
新
着
記
事
の
掲

載
を
行
い
、
関
係
機
関
・
団
体

や
地
域
住
民
に
日
々
の
民
生
児

童
委
員
活
動
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

加
え
て
、
４
月
１
日
に
創
設

さ
れ
た
こ
ど
も
家
庭
庁
の
動
向

を
注
視
し
、
児
童
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
と
し
て
の
役
割
に

即
し
た
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
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キ ラ リ

東 社 協 コーナー
東社協（東京都社会福祉協議会） 

生活が困窮する中高年シングル女性の支援に向けて

社会福祉に関わるさまざまな課題の解決や、福祉サービス
の向上などを目的として、都内の福祉に関わる関係者の幅
広いネットワークづくりを通して、だれもが暮らしやすい
地域社会の実現をめざして活動しています。

武蔵野市民生児童委員

日
ひ な ご

名子 英
ひで

男
お

さん

★

「ただ半紙に文字を書くだけで
はなく、持ち帰って使えるものが
いいよね」そう話す日名子さんは、
コロナ前までは高齢者サロンや老
人ホームで書道を教えていまし
た。見せてくださったのは、サロ
ンの時に作ったという、うちわや
はがき。うちわは家族の話題の一
つになればと考え、それぞれが好
きな文字を書き、骨組みに貼り付
けて作ります。はがきは年賀状で
使えるようにというアイデアで、
さまざまな書体でその年の十二支
の漢字を紙いっぱいに大きく書い
たものです。事前にたくさんの手

新型コロナと円安による物価高騰は、収入の少な
い非正規雇用就労者に大きな影響を及ぼしました。
中でも、中高年シングル女性は、雇用面に加え病気
や介護、年金問題などさまざまな問題が懸念されて
います。

今回は、都内を中心に活動する自助グループ「わ
くわくシニアシングルズ」が 40 歳以上の単身女性
を対象に実施した「第二回中高年シングル女性の生
活状況実態調査」の結果を紹介します。調査結果か
ら見えた課題（表１）を項目ごとにまとめています。
代表の大矢さよ子さんは「『困った時に公的な場所
が思い浮かばない』といった声もあり、自治体や行

政に中高年の相談窓口があることをもっと周知しても
らい『単身の中高年層も相談ができる』と伝える必要
がある」と話します。

2024 年４月から「困難な問題を抱える女性への支
援に関する法律」が施行されます。調査に関わった立
教大学教授の湯澤直美さんは「働き続けてもなお貧困
な高齢シングル女性が急増することを、社会全体で考
えていかなければならない」と話します。続けて、「ラ
イフコース全体を視野に入れた継続的な支援体制を実
現できれば現在の若年女性の将来的な安定にもつなが
る」といいます。

東社協では「自立生活を支援するためのしくみづく
り」を中期計画における取り組みの方向性の一つとし
ています。コロナ禍で顕在化する地域課題の把握と、
地域内での情報共有・発信・支援・解決の取り組みを
目指し、コロナ禍において、生活が困窮することでよ
り深刻な状況となる社会的孤立を防ぐ取り組みをこれ
からも推進していきます。

本を準備して持参し、参加者が気
に入ったものを一つ選んで書いて
もらいます。

日名子さんの書道教室はどこで
もいつも満員。一人ひとり後ろか
ら手を取り、書き方を教え、その
文字のいいところを見つけて三重
丸！　皆が足を運びたくなる理由

の一つです。ホームに面会に来た
家族が「こんなにうれしそうな姿
は初めて見た」と言うほど、参加
者はいきいきとしています。日名
子さんは「書道を通して数時間だ
けでも生きる喜びを感じてくれた
らうれしい」と笑顔で話していま
した。

書道を教えることで、高齢者と
の関わりの楽しさを感じるように
なったという日名子さん。コロナ
禍で民生児童委員活動が思うよう
にできない日々が続きましたが、
再び地域の方々と交流できる時を
楽しみにしています。

笑顔つながる書道

Hideo Hinago

この人

表 1 調査結果から見えた中高年シングル女性の７つの課題

◆雇用・収入面の厳しさ
◆コロナ禍・円安による物価高騰による困窮
◆重い住居費負担
◆就労支援の課題
◆病気や介護への支援
◆ 65 歳以上の高齢者への支援
◆母子世帯、 40·50 代の就職氷河期世代への支援 この記事の詳細はこちらから ▶
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活動記録

第11回

「さまざまな会議への出席、どう記入する？」

春
はるつげうお

告魚

豆知識

春に卵を産みに沿岸へ来る魚は「春
はるつげうお

告魚」と呼ばれ
ます。地域ごとで魚の種類はさまざまなようです。

あ これれ

民生児童委員が参加する会議は、民児協主催や行政・関係機関等の他団体主催など多岐に
わたります。今回は、それぞれの会議に出席した場合、またその場で相談・調整等を行った
場合の記入の仕方について取り上げます。

会議の開催主体がどの団体かによって、
記入の仕方が異なります。

相談・支援
件数

その他の
活動件数

連絡調整
回数 活

動

日

数

内

容

分

野

行
事
・
事
業
・
会
議

へ
の
参
加
・
協
力

地
域
福
祉
活
動
・

自

主

活

動

民
児
協
運
営
・
研
修

委

員

相

互

そ

の

他

の

関

係

機

関
活 動 概 要 (2) (3) (4) (9) (10) (11)

① 民児協定例会に出席した。定例会終了後、障がい福祉
部会に参加した。 〇

② 児童委員、児童相談所、学校等の関係機関による地区
連絡協議会（通称：四者協）に参加した。

－ 〇

③ 民生児童委員として引き受けている学校評議員の会議
に出席した。

－ 〇

④
虐待が心配されるＡちゃんの支援について、小学校長、
学級担任、スクールソーシャルワーカー、子ども家庭
支援センター職員、主任児童委員と集まり話し合った。

(4) (18) － 〇

【記入のポイント】
 　①⇒ 民児協内部の会合へ参加した際は「民児協運営・研修（４）」に記入します。定例会、部会、委員会など同日に複

数の会合へ参加した場合は、会合の種別ごとに計上・記入しましょう。
 ②③⇒ 他機関・他団体との会合（個別ケースに関する話し合いを除く）は、「行事・事業・会議への参加・協力（２）」

または「地域福祉活動・自主活動（３）」に記入します。他機関・他団体が主催する事業への参加は（２）、民児
協主催・共催事業の場合は（３）にそれぞれ含まれます。民生児童委員の委嘱に伴って任命された役職（いわゆ
るあて職）による会議への参加は（２）に計上してください。

 　④⇒ 個別ケースについて関係機関と相談・調整・協議（ケース会議）を行った場合は、分類表にしたがって内容別・
分野別の該当番号を相談・支援件数に記入しましょう。併せて、会議の出席者と連絡調整ができたと捉え、連絡
調整回数「委員相互（９）」および「その他の関係機関（10）」に、該当人数をもれなく計上・記入する必要があ
ります。

・ 編集委員
佐藤　せつ子 （港区）　　　倉田　ゆかり （北区）
井出　満寿美 （大田区）　　名取　貴子 （練馬区）
松丸　恵都子 （江戸川区）　武田　洋子 （稲城市）
宮﨑　邦子 （国分寺市）　　井出　亜紀 （西東京市）
髙橋　悦子 （武蔵村山市）

・編集協力　中村　喜美子 （都民連副会長：都民連だより担当）

・ 編集後記
この３年、新型コロナウイルスに翻

ほんろう

弄され、特別な
環境の中で一斉改選があり、何となく気ぜわしい日々
でした。編集委員になりバックナンバーを改めて読み
直し、今まで携わってこられた方々の志がひしと伝
わってきました。

編集委員会では、一つひとつの分野・項目に多彩な
案が出され、心温まる熱い議論が交わされ、他地区の
皆さまと交流できる場です。福祉も複雑・多様化して
いる今、日々の活動に少しでも役立てられることを念
頭に力を合わせていきたいです。　　　　佐藤せつ子

・ 発行 
　東京都民生児童委員連合会

〒 162-0823  新宿区神楽河岸 1-1 セントラルプラザ 4 階
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp 
年 4 回発行　印刷：株式会社ワーナー

各
地
の「
春
告
魚
」

南北に長い日本列島。地域ごとの海水温
の差が、そこに生きる魚の違いを生み、多
様性のある豊かな食
文化を育んでいるん
ですね。

● 北日本 →　ニシン　
● 東日本と西日本
　 （関東や東海）　 →　メバル

● 関西 →　サワラ
● 瀬戸内海 →　イカナゴ



２　
企
画
・
運
営

本
会
事
業
の
企
画
・
検
討
を
行
う

正
副
会
長
会
や
常
務
委
員
会
を
は
じ

め
、
都
大
会
で
採
択
さ
れ
る
大
会
宣

言
案
の
策
定
、
機
関
紙
の
編
集
等
に

関
す
る
会
議
を
実
施
し
ま
す
。

３　
研
修

都
民
連
独
自
で
行
う
自
主
研
修
と
、

東
京
都
・
八
王
子
市
か
ら
委
託
で
行

う
受
託
研
修
、
関
係
機
関
・
団
体
が

主
催
す
る
研
修
会
へ
委
員
を
派
遣
す

る
派
遣
研
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

１　
連
絡
・
調
整

全
都
の
委
員
一
人
ひ
と
り
が
円
滑

に
活
動
で
き
る
よ
う
、
各
地
区
民
児

協
と
の
連
絡
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
や
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
、

東
京
都
等
と
の
連
絡
・
調
整
を
は
じ

め
、
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
に
向
け
て
、
民
児
協
同
士
の
情
報

共
有
・
協
議
の
機
会
等
を
設
け
ま
す
。

①
協
議
員
総
会　
　
　
　
　
〔
５
月
・
３
月
〕

②
常
任
協
議
員
会　
　
〔
８
月
を
除
き
毎
月
〕

　
　

 

４
・
７
・
10
・
１
月
に
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
や
活
動
上
の

課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

③�

児
童
委
員
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
に

よ
る
地
区
連
絡
協
議
会

〔
各
区
市
郡
支
庁
に
て
実
施
〕

④
区
市
町
村
民
生
児
童
委
員
事
務
担
当
者

　
連
絡
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
〔
２
回
〕

⑤�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
福
祉
保
健
局
幹

部
職
員
と
の
意
見
交
換
会　
　
　
〔
１
回
〕

⑥�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人

の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
社
協
の
連
携
推

進
の
た
め
の
連
絡
会
等

⑦
受
章
祝
賀
お
よ
び
歳
末
懇
談
会　
〔
１
回
〕

⑧
民
生
児
童
委
員
活
動
へ
の
相
談
・
支
援

⑨�

民
生
児
童
委
員
活
動
資
料
・
情
報
収
集
と

提
供

⑩�

地
区
民
児
協
研
修
用
視
聴
覚
教
材
の
貸
し

出
し

⑪
福
祉
関
係
図
書
等
の
斡
旋

①
正
副
会
長
会

〔
８
月
を
除
き
毎
月
の
ほ
か
、
随
時
〕

②
正
副
会
長
運
営
委
員
会　
　

〔
必
要
に
応
じ
て
随
時
〕

③
常
務
委
員
会　
〔
８
月
を
除
き
毎
月
１
回
〕

④
都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　
〔
４
回
〕

⑤
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
宣
言�

　
起
草
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
回
〕

⑥�

民
生
児
童
委
員
普
及
・
啓
発
事
業
推
進
委

員
会

⑦
活
動
強
化
方
策
推
進
委
員
会

　
　
　

 

東
京
版
活
動
強
化
方
策
が
着
実
に
推

進
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
検
討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、　

各
区
市
町
村
及
び
都
民
連
に
お
け
る

進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

⑧
そ
の
他
各
種
企
画
・
運
営
に
関
す
る
会
合

★
自
主
研
修
★

①
事
項
別
部
会
・
主
任
児
童
委
員
部
会

〔
各
３
回
〕

②
都
民
連
役
員
研
修

③
常
任
協
議
員
研
修
会　
　
　
　
　
〔
１
回
〕

④
協
議
員
研
修
会

〔
協
議
員
総
会
の
後
、
引
き
続
き
実
施
〕

⑤�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
生
活
福
祉
資
金
制

度
研
修
会

〔
東
社
協
福
祉
資
金
部
と
共
催
／
１
回
〕

★
部
会
活
動
推
進
事
業
★

　
　

 

民
生
児
童
委
員
の
事
項
別
活
動
な
ら
び

に
主
任
児
童
委
員
の
特
性
を
活
か
し
た

活
動
を
高
め
、
各
地
区
部
会
の
効
果
的

運
営
を
図
る
た
め
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

★
受
託
研
修
★

①
新
任
民
生
児
童
委
員
研
修

　
　

�〔�

新
任
民
生
児
童
委
員
を
対
象
に
３
日

間
分
の
研
修
を
４
・
７
・
10
・
１
月

期
の
欠
員
補
充
期
に
実
施
〕

②
現
任
（
１
）
民
生
児
童
委
員
研
修

　
　

�〔�

就
任
２・
３
年
目
の
民
生
児
童
委
員

対
象
に
４
回
〕

　
　
　

 

個
別
支
援
活
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

傾
聴
の
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

③
現
任
（
２
）
民
生
児
童
委
員
研
修

　
　

�〔�

就
任
４
年
目
以
上
の
民
生
児
童
委
員

対
象
に
実
施
／
動
画
配
信
〕

　
　
　

�

災
害
へ
の
備
え
、「
班
」を
活
用
し
た

取
り
組
み
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
等

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

④
主
任
児
童
委
員
研
修　
　
　
〔
動
画
配
信
〕

　
　
　

�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
す
。

⑤
会
長
・
副
会
長
研
修

　
　

�〔�

一
斉
改
選
で
就
任
し
た
新
任
会
長
・

令
和
５
年
度 

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会 

事
業
計
画
・
予
算

①
指
定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業

　
　

 

２
地
区
を
指
定
し
、
東
京
版
活
動
強
化

方
策
を
反
映
し
た
民
生
児
童
委
員
活
動

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
連
し

た
取
り
組
み
の
実
践
と
検
証
を
行
い
ま

す
。

　
〔
今
期
テ
ー
マ
・
指
定
地
区
〕
調
整
中

②�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事
例
集
の
作

成・配
布〔
東
京
都・八
王
子
市
か
ら
受
託
〕

③�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
実
績
の
集
計

４　
調
査
・
研
究
・
広
報

東
京
都
の
民
生
児
童
委
員
活
動
を

進
め
る
上
で
当
面
す
る
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
活
動
の
一
層
の
充
実
に
向

け
て
、
調
査
・
研
究
・
広
報
に
関
す

る
各
事
業
を
行
い
、
そ
の
方
策
を
検

討
、
周
知
し
ま
す
。

副
会
長
を
対
象
に
６
回
〕

　
　
　

�

民
児
協
組
織
の
役
割
を
確
認
し
、

個
々
の
強
み
を
生
か
し
た
組
織
運
営

を
考
え
ま
す
。

⑥
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修　
　
〔
動
画
配
信
〕

⑦
支
庁
民
生
児
童
委
員
研
修

　
　

�〔�

大
島
支
庁
管
内
の
民
生
児
童
委
員　

対
象
〕

⑧
支
庁
合
同
民
生
児
童
委
員
研
修

　
　

�〔�

大
島
・
三
宅
・
八
丈
・
小
笠
原
支
庁

管
内
の
民
生
児
童
委
員
対
象
〕

⑨
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
研
修

★
派
遣
研
修
・
協
力
研
修
★

　

 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
実
施

す
る
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
や
、

各
種
研
修
会
に
委
員
を
派
遣
し
ま
す
。



支出
105,090,000

（単位 : 円）

（単位 : 円）

（単位 : 円）

収入
105,090,000

都民連会費
56,160,000

人件費
37,600,000

資金収支差額
766,000

負担金
26,737,000

その他の支出
4,753,000

助成金
1,790,000

事務費
6,533,000

事業費
27,677,000 補助金収入

5,895,000

受託金収入
48,605,000事業費

26,837,000

人件費
18,037,000

事務費
2,686,000

拠点区分間繰入金支出
1,045,000

共同募金
配分金収入
1,000,000

拠点区分間
繰入金収入
2,661,000

助成金支出
3,661,000

事業収入・
負担金収入
35,489,000

その他の収入
1,780,000

積立資産取崩収入
5,000,000

（一部を繰り入れ）

支出
3,661,000

収入
3,661,000

支出
48,605,000

収入
48,605,000

分
析
〔
東
京
都
・
八
王
子
市
か
ら
受
託
〕

④�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
活
動
実
績

の
集
計
分
析
〔
東
京
都
・
八
王
子
市
か
ら

受
託
〕

⑤
広
報
活
動

　
〇
機
関
紙
「
都
民
連
だ
よ
り
」
の
発
行

　
〇
都
民
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

　
　

 

民
生
児
童
委
員
を
は
じ
め
行
政
等
の

関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
に
も
見
や

す
く
分
か
り
や
す
い
こ
と
を
主
眼
と

し
て
運
営
し
ま
す
。
一
斉
改
選
期
に
伴

う
民
児
協
検
索
コ
ー
ナ
ー
の
更
新
を
は

じ
め
、
定
期
的
に
新
し
い
記
事
を
掲
載

し
、
日
々
の
民
生
児
童
委
員
活
動
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
民

生
児
童
委
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、

研
修
の
実
施
方
法
の
周
知
や
、
動
画
配

信
研
修
の
動
画
を
配
信
す
る
と
と
も
に
、

本
会
事
業
の
報
告
や
各
地
区
の
活
動
の

工
夫
等
を
紹
介
し
、
実
践
の
参
考
と
な

る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

⑥
民
生
児
童
委
員
活
動
の
普
及
・
啓
発

　
〇�「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日�

活
動
強

化
週
間
」の
取
り
組
み

　
　
〔
東
京
都
・
八
王
子
市
か
ら
受
託
〕

　
　

・ 

東
京
都
段
階
に
お
け
る
一
斉
周
知
活

動
の
実
施 

〔
東
京
都
と
共
催
〕

　
　
　
〔
テ
ー
マ
〕
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　

地
域
の
つ
な
が
り 

支
え
合
い

　
　
　
〔
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
の
実
施
〕

　
　

・ 

民
生
児
童
委
員
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

の
実
施

　
　

・ 

各
区
市
町
村
民
児
協
に
お
け
る
パ
ネ

ル
展
示
等
の
支
援

　
　

・ 

民
生
児
童
委
員
活
動
普
及
・
啓
発　

グ
ッ
ズ
の
作
製
・
配
布

　
　

・ 

活
動
強
化
週
間
中
の
各
区
市
町
村
民

児
協
に
お
け
る
普
及
・
啓
発
活
動
報

告
書
の
作
成

〇�

ミ
ン
ジ
ー
着
ぐ
る
み
貸
し
出
し

都
民
連
運
営
サ
ー
ビ
ス
区
分

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
納
め
い
た
だ
い
た
会
費
を
元

に
し
た
会
計
で
、
部
会
や
各
種
会
議
の
開
催
、
東
京

版 

活
動
強
化
方
策
の
推
進
等
を
行
い
ま
す
。

共
同
募
金
配
分
金
サ
ー
ビ
ス
区
分

東
京
都
共
同
募
金
会
か
ら
の
配
分

金
は
会
計
を
別
立
て
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
配
分
金
は
部
会
活
動

助
成
金
の
一
部
に
充
て
て
お
り
、
都

民
連
運
営
サ
ー
ビ
ス
区
分
か
ら
の
繰

入
金
と
併
せ
て
各
地
区
に
送
金
し
ま

す
。

都
民
連
受
託
サ
ー
ビ
ス
区
分

東
京
都
か
ら
各
種
研
修
や
普
及
・
啓

発
事
業
、
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委

員
大
会
等
を
受
託
し
、
実
施
す
る
た
め

の
会
計
で
す
。

令
和
５
年
度
は
一
斉
改
選
後
と
な
る

た
め
、
通
常
の
事
業
規
模
に
基
づ
き
、

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
を
加
味
し
た
計

画
に
沿
っ
て
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

５　
連
合
会
事
業

①
物
故
民
生
委
員
児
童
委
員
弔
慰
等

　

○
弔
辞
・
生
花
の
奉
呈

　

○
追
悼
式
の
挙
行

②
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
の
実
施

　

○
傷
病
等
見
舞
い
、
弔
慰

　

○
退
任
慰
労

③�

民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
保
険
の
周
知・

連
絡

④�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
手
帳
の
作
成
・
配

布
〔
東
京
都
・
八
王
子
市
か
ら
受
託
〕

⑤�

財
団
法
人
東
京
都
民
生
委
員
事
業
協
会
か

ら
の
承
継
事
務

６　
協
力
事
業

①�

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
懇
話
会
へ

の
運
営
協
力

②�

関
係
機
関
・
団
体
へ
の
委
員
等
派
遣
お
よ

び
協
力
等

　
　

 

下
記
の
行
政
・
関
係
団
体
等
の
各
種
委

員
会
に
代
表
者
を
派
遣
し
、
委
員
の
立

場
か
ら
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
、
必
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

・
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

　

・ 

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
協
議

会

　

・
社
会
福
祉
法
人
桜
ヶ
丘
社
会
事
業
協
会

　

・ 

行
政
附
属
機
関
・
関
係
機
関
、
そ
の
他

の
団
体

　

・
東
京
都
共
同
募
金
会

７　

�

第
77
回
東
京
都
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会
の
実
施

８　
そ
の
他

以
上
の
ほ
か
、
本
会
の

目
標
達
成
に
必
要
な
事
業

を
行
い
ま
す
。


